
 
            
              

          
 
    試験場所 （財）建材試験センター中央試験場  加振条件 

    試験期間 平成２２年４月１４日    目標入力加速度 1000gal(1.0G) 

  3000N は JIS A 1450 フリーアクセスフロア   振動数範囲   6.0～2.6Hz 

  構成材試験方法の規格による     加振時間    60sec 

   支持台９本に対してブレースを１ヶ所設置の場合    載荷荷重    3000N 及び 6000N 
    （負担荷重面積 ２.７ｍ×２.７ｍ＝７.２９㎡） 
 
 
 
 
    振動台の振動（載荷荷重３０００Ｎ）  ３０００Ｎ ÷ ９.８ ≒ ３０６ｋｇｆ 

          （負担荷重面積 ２.７ｍ×２.７ｍ＝７.２９㎡）＝４１.９９ｋｇｆ／㎡ 

           
    載荷荷重３０００Ｎの結果 

           
    目視観察による試験体の状況   異常なし 

 
    振動台の振動（載荷荷重６０００Ｎ）  ６０００Ｎ ÷ ９.８ ≒ ６１２ｋｇｆ 

          （負担荷重面積 ２.７ｍ×２.７ｍ＝７.２９㎡）＝８３.９５ｋｇｆ／㎡ 

           
    載荷荷重６０００Ｎの結果 

           
    目視観察による試験体の状況   異常なし 

 
１ユニットの負担面積 ブレース１ヶ所当たりの支持台本数 ３０００Ｎの積載荷重 ６０００Ｎの積載荷重 

２.７×２.７＝７.２９㎡ ９本 ４２kgf／㎡   ８４kgf／㎡ 

２.７×１.８＝４.８６㎡ ６本 ６３kgf／㎡  １２６kgf／㎡ 

     建築基準法に規定される地震時の積載荷重 病室：６０kgf／㎡ 事務室：８０kgf／㎡ 教室：１１０kgf／㎡ 

振動試験 

試験結果 


